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ポテンシャルが大きい「椿の楽園」
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会
話
も「
旅
の
ご
ち
そ
う
」は

デ
ジ
ネ
イ
テ
ィ
ブ
に
通
用
す
る
か

宿 泊 業
７月の売上高


年
比

％
減
少

総
務
省
調
査

前
年
比
は

％
増
加

中小企業の
売 上 Ｄ Ｉ

前
月
比
５
㌽
減
少

日
本
公
庫
調
査

９

月

見
通
し
も
マ
イ
ナ
ス

正社員で２ヵ月連続１位に
旅館・ホテルの人手不足割合

帝国データ調査

総務省調査ヵ月連続２％台
４ヵ月ぶりに改善

８月の完全失業率

「
緩
や
か
に
持
ち
直
し
」

前
月
の
判
断
据
え
置
き

９
月
の
月
例
経
済
報
告

宿
泊
業
の
従
事
者

前
年
比
４
％
増
加

　
東
京
都
レ
ス
リ
ン
グ
協
会

の
会
長
を
拝
命
し
て
い
る
。

国
民
体
育
大
会
の
都
予
選
を

終
え
、
強
化
合
宿
を
行
う
。

今
年
は
伊
豆
大
島
で
都
立
大

島
高
校
の
体
育
館
を
借
り

て
、
高
校
生
に
も
参
加
し
て

行
っ
た
。
会
長
の
私
も
伊
豆

大
島
を
訪
れ
た
こ
と
が
な
い

の
で
同
行
し
た
。
東
京
・
竹

芝
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
か
ら
高

速
ジ
ェ
ッ
ト
船
で
、
楽
し
い

船
旅
１
２
０
㌔
、１
時
間
半
。

　
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
売
店
で

「
東
京
七
島
新
聞
」
と
い
う

毎
月
８
の
日
に
発
行
さ
れ
る

新
聞
を
買
っ
た
。
大
島
の
情

報
を
少
し
で
も
入
手
し
て
お

か
な
い
と
、
理
解
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
。

　
例
え
ば
、
広
告
欄
を
見
る

と
伊
豆
七
島
建
設
業
協
同
組

合
が
あ
っ
て
、
大
島
に
は


の
土
木
や
建
設
の
会
社
が
あ

る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き

た
。
町
議
会
の
様
子
も
記
事

に
あ
る
。
町
長
報
告
を
読
む

と
、
観
光
に
力
を
入
れ
て
い

る
状
況
や
安
全
対
策
に
熱
心

に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が

分
か
る
。
離
島
の
住
民
た
ち

の
暮
ら
し
や
問
題
点
を
、
あ

ら
か
じ
め
知
っ
て
お
け
ば
、

挨
拶
す
る
際
も
恥
を
か
か
な

く
て
す
む
。

　
伊
豆
大
島
は
、
名
だ
た
る

「
ジ
オ
（
地
球
）
パ
ー
ク
」

で
あ
る
。
富
士
箱
根
伊
豆
国

立
公
園
で
も
あ
る
た
め
、
そ

れ
ほ
ど
開
発
さ
れ
て
お
ら

ず
、
美
し
い
自
然
を
も
つ
。

火
山
の
三
原
山
も
あ
っ
て
温

泉
も
あ
る
。
観
光
資
源
の
豊

富
さ
に
驚
く
。
そ
れ
で
も
コ

ロ
ナ
禍
の
た
め
か
、
旅
行
者

が
多
く
な
い
。
富
士
山
に
向

か
っ
て
打
つ
９
ホ
ー
ル
の
ゴ

ル
フ
コ
ー
ス
も
あ
る
ゆ
え
、

立
派
な
リ
ゾ
ー
ト
の
島
に
思

え
る
。
火
山
と
椿つ

ば
き

の
島
だ

け
に
あ
ら
ず
、
海
と
山
を
満

喫
で
き
る
島
で
も
あ
る
。

　
大
島
高
校
の
体
育
館
に
は

冷
房
が
あ
っ
て
快
適
、
金
メ

ダ
ル
４
個
の
伊
調
コ
ー
チ
の

指
導
に
も
熱
が
入
る
。
こ
の

体
育
館
は
災
害
の
避
難
所
に

な
っ
て
い
て
、
都
は
津
波
や

火
山
の
対
策
を
き
ち
ん
と
講

じ
て
い
た
。
大
島
に
は
、
二

つ
の
高
校
が
あ
る
。
こ
れ
ら

の
学
校
施
設
も
休
み
中
に
開

放
す
れ
ば
、
い
ろ
ん
な
団
体

が
活
用
す
る
と
思
わ
れ
る
。

問
題
は
宿
泊
施
設
が
十
分
で

な
い
点
で
あ
ろ
う
か
。
私
た

ち
は
、
「
赤
門
」
と
い
う
旅

館
に
滞
在
し
た
。
ち
ょ
っ
と

古
い
が
、
趣
が
あ
っ
て
良
か

っ
た
。

　
平
安
時
代
の
末
期
の
武
将

で
あ
る
源
為
義
の
八
男
で
あ

る
源
為
朝
が
、
父
親
ら
と
共

に
平
清
盛
や
源
義
朝
ら
と
戦

っ
た（
保
元
の
乱
）が
敗
れ
、

こ
の
大
島
に
流
さ
れ
た
。
弓

の
名
人
だ
っ
た
為
朝
の
住
居

跡
に
「
赤
門
」
が
建
つ
。
そ

し
て
町
の
史
跡
と
し
て
赤
く

塗
ら
れ
た
赤
門
が
現
存
す

る
。
庭
内
に
は
為
朝
神
社
と

物
見
台
が
あ
る
。
流
さ
れ
た

為
朝
が
、
島
で
何
を
考
え
た

の
だ
ろ
う
か
と
想
像
を
楽
し

む
。

　
歌
で
有
名
な
波
浮

は

ぶ

港
へ
行

く
。
江
戸
時
代
か
ら
栄
え
た

港
の
様
子
が
資
料
館
と
し
て

遺
さ
れ
て
い
る
。
噴
火
で
で

き
た
港
だ
。
波
浮
港
の
山
に

登
る
と
、
川
端
康
成
の
「
伊

豆
の
踊
子
」
の
モ
デ
ル
と
な

っ
た
踊
子
の
里
が
あ
る
。
旧

港
屋
旅
館
で
資
料
館
と
な
っ

て
い
た
。
波
浮
港
の
店
で
、

椿
油
で
揚
げ
た
コ
ロ
ッ
ケ
を

買
う
。
そ
れ
を
食
べ
つ
つ
、

資
料
館
の
庭
で
休
む
。
風
情

が
あ
っ
て
い
い
所
だ
。

　
動
物
園
も
あ
れ
ば
貝
の
博

物
館
も
あ
る
。
ビ
ー
チ
も
い

い
し
、
長
根
浜
公
園
に
あ
る

海
を
見
下
ろ
す
露
天
風
呂
も

い
い
。
１
９
８
６
年
の
三
原

山
の
噴
火
後
、
湧
き
出
し
た

湯
を
利
用
し
て
い
る
と
い

う
。
よ
く
見
る
と
伊
豆
半
島

が
望
ま
れ
る
し
、
夕
日
の
景

色
も
い
い
。
ま
た
、
椿
の
楽

園
と
呼
ば
れ
る
通
り
、
島
に

３
０
０
万
本
も
の
ヤ
ブ
ツ
バ

キ
が
生
え
て
い
る
。
あ
ち
ら

こ
ち
ら
に
椿
、
椿
、
火
山
灰

を
含
む
水
は
け
の
よ
い
土
壌

が
合
っ
て
い
る
ら
し
い
。
自

生
し
た
椿
を
大
切
に
育
て
て

き
た
結
果
、
「
椿
の
楽
園
」

を
作
る
こ
と
と
な
っ
た
。で
、

大
島
に
は
国
際
機
関
か
ら
認

定
さ
れ
た
椿
園
が
３
カ
所
も

あ
る
。
い
ず
れ
も
立
派
で
見

る
価
値
が
あ
る
。
２
０
０
種

以
上
植
え
ら
れ
、
管
理
・
運

営
が
き
ち
ん
と
し
て
い
な
い

と
認
定
さ
れ
な
い
ら
し
い
。

　
伊
豆
大
島
の
観
光
地
と
し

て
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
大
き

い
。
た
だ
、
国
立
公
園
と
い

う
こ
と
で
開
発
が
難
し
い
上

に
、
大
資
本
が
入
り
づ
ら
い

面
が
あ
る
。
し
か
し
、
工
夫

次
第
で
は
国
内
随
一
の
パ
ラ

ダ
イ
ス
に
な
る
可
能
性
を
は

ら
ん
で
い
る
。
加
え
て
、
企

画
力
も
求
め
ら
れ
る
感
じ
が

し
た
。

　
ア
ク
セ
ス
の
た
め
の
交
通

費
が
高
す
ぎ
る
、
宿
泊
施
設

が
不
足
し
て
い
る
。
政
治
の

力
が
働
け
ば
、
大
島
は
さ
ら

に
元
気
に
な
る
と
思
わ
れ

る
。大
開
発
は
不
必
要
だ
が
、

観
光
客
を
も
っ
と
迎
え
入
れ

る
と
い
う
姿
勢
が
あ
れ
ば
、

と
も
感
じ
た
。

　
都
会
的
セ
ン
ス
よ
り
も
、

昔
な
が
ら
の
印
象
を
保
持
し

つ
つ
、
リ
ゾ
ー
ト
の
島
に
で

き
な
い
だ
ろ
う
か
。大
島
は
、

こ
れ
か
ら
の
島
に
思
え
た
。

　
Ｚ
世
代
と
呼
ば
れ
る
１
９
９

０
代
半
ば
か
ら
２
０
１
０
年
ご

ろ
ま
で
に
生
ま
れ
た
若
者
た
ち

は
、
ネ
ッ
ト
環
境
の
普
及
後
に

生
ま
れ
育
っ
た
生
粋
の
デ
ジ
タ

ル
ネ
イ
テ
ィ
ブ
（
以
下
、
デ
ジ

ネ
イ
テ
ィ
ブ
）
で
あ
る
。
手
の

ひ
ら
の
ス
マ
ホ
で
音
楽
を
聴
き

映
画
を
鑑
賞
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
他

者
と
つ
な
が
る
。

　
以
前
、
相
手
が
目
の
前
に
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
用
件
を
メ

ー
ル
で
送
信
す
る
若
手
社
員
の

行
動
に
あ
ぜ
ん
と
し
た
こ
と
が

あ
っ
た
が
、
大
学
で
担
当
す
る

対
人
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論

の
講
義
で
次
の
よ
う
な
質
問
を

し
て
み
た
。

　
問
い
：
デ
ジ
ネ
イ
テ
ィ
ブ

は
、
隣
席
の
同
僚
に
も
メ
ー
ル

で
用
件
を
伝
え
る
と
い
う
。
ま

た
、
電
話
で
直
に
話
す
こ
と
よ

り
も
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
の
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
使
っ
て
文
字
で
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
ろ
う
と
す
る

傾
向
が
高
い
。
な
ぜ
、
デ
ジ
ネ

イ
テ
ィ
ブ
は
電
話
で
は
な
く
、

文
字
伝
達
を
好
む
の
か
。

　
回
答
で
最
も
多
か
っ
た
の
が

「
電
話
だ
と
緊
張
す
る
が
文
字

で
伝
え
る
と
き
は
緊
張
し
な

い
」と
い
う
も
の
。ほ
か
に
も
、

電
話
だ
と
話
し
て
い
る
う
ち
に

自
分
の
考
え
が
ま
と
ま
ら
な
く

な
る
、
文
字
伝
達
の
方
が
相
手

の
時
間
を
奪
わ
ず
に
済
む
か
ら

と
い
っ
た
相
手
へ
の
配
慮
を
理

由
に
あ
げ
た
コ
メ
ン
ト
も
あ
っ

た
。
た
だ
し
、
「
相
手
の
時
間

を
奪
わ
な
い
」
と
い
う
言
葉
の

裏
側
に
は
、
電
話
は
緊
張
す
る

か
ら
嫌
、
自
分
の
都
合
で
用
件

を
伝
え
た
い
、
相
手
の
反
応
を

見
な
が
ら
話
を
す
る
の
が
面
倒

く
さ
い
等
々
、
直
接
、
相
手
と

関
わ
る
こ
と
に
臆
病
に
な
っ
て

い
る
デ
ジ
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
本
音

も
見
え
隠
れ
す
る
。

　
そ
も
そ
も
人
が
初
対
面
の
人

に
話
し
か
け
る
の
は
、
緊
張
の

緩
和
に
他
な
ら
な
い
。例
え
ば
、

自
分
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
見

知
ら
ぬ
相
手
と
対
面
し
た
と

き
、
自
分
は
相
手
の
こ
と
を
知

ら
な
い
分
だ
け
、
警
戒
心
が
働

き
緊
張
す
る
。
こ
の
情
報
量
の

不
均
衡
が
、
緊
張
や
不
安
感
を

生
む
。

　
初
め
て
訪
れ
る
場
で
も
同
じ

で
あ
る
。
ホ
テ
ル
の
チ
ェ
ッ
ク

イ
ン
に
し
て
も
、
デ
ジ
ネ
イ
テ

ィ
ブ
た
ち
は
迷
わ
ず
対
面
で
は

な
く
、
機
械
に
よ
る
自
動
チ
ェ

ッ
ク
イ
ン
を
選
ぶ
。
そ
こ
に
は

簡
単
迅
速
と
い
っ
た
機
能
的
メ

リ
ッ
ト
だ
け
で
は
な
く
、
知
ら

な
い
人
と
話
を
し
な
く
て
も
よ

い
と
い
っ
た
心
理
的
メ
リ
ッ
ト

も
あ
る
。

　
遠
方
か
ら
の
客
を
出
迎
え
る

旅
館
で
は
、
接
客
係
と
の
会
話

も
「
旅
の
ご
ち
そ
う
」
と
考
え

て
き
た
が
、
デ
ジ
ネ
イ
テ
ィ
ブ

の
場
合
は
必
ず
し
も
そ
う
と
は

限
ら
な
い
。
生
身
の
人
間
よ
り

も
Ａ
Ｉ
ロ
ボ
ッ
ト
の
方
が
、
安

心
感
を
覚
え
る
客
も
い
る
だ
ろ

う
。

　
「
時
代
の
流
れ
」
「
新
し
い

も
て
な
し
様
式
の
創
出
」
「
サ

ー
ビ
ス
Ｄ
Ｘ
」
と
い
っ
た
用
語

か
ら
期
待
さ
れ
る
の
は
、
非
接

触
を
超
え
た
完
全
な
る
非
接
客

型
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。
Ｚ
世
代

が
消
費
の
中
心
と
な
る
頃
に

は
、
旅
の
ご
ち
そ
う
話
を
提
供

す
る
の
は
接
客
係
で
は
な
く
、

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に
映
し
出
さ
れ

た
Ａ
Ｉ
と
な
り
「
接
客
係
」
と

い
う
仕
事
そ
の
も
の
が
消
滅
し

て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。

　
た
だ
し
、
接
客
係
の
消
滅
は

旅
館
の
伝
統
文
化
を
伝
承
す
る

人
が
い
な
く
な
る
と
い
う
新
た

な
課
題
を
生
み
出
す
。
客
の
要

望
に
応
え
る
だ
け
が
旅
館
の
使

命
で
は
な
い
。
旅
館
が
旅
館
と

し
て
生
き
永
ら
え
る
た
め
の
知

恵
を
絞
り
た
い
。

（７） 第３１４６号第３種郵便物認可２０２２年（令和４年）１０月１０日（月曜日）

　
日
本
政
策
金
融
公
庫
は
９

月

日
、
中
小
企
業
景
況
調

査
の
９
月
分
を
公
表
し
た
。

同
月
の
中
小
企
業
の
売
上
Ｄ

Ｉ
は
前
月
比
５
・
０
㌽
減
の

マ
イ
ナ
ス
３
・
３
。
今
後
の

売
上
見
通
し
Ｄ
Ｉ
も
６
・
６

㌽
減
の
マ
イ
ナ
ス
１
・
９
と

低
下
し
た
。

　
売
上
Ｄ
Ｉ
は
前
月
比
で
売

り
上
げ
が
増
加
し
た
企
業
割

合
か
ら
減
少
し
た
企
業
割
合

を
引
い
た
値
（
季
節
調
整

値
）
。

　
６
の
最
終
需
要
分
野
別
で

は
、
乗
用
車
関
連
の
み
が
プ

ラ
ス
水
準
（
前
月
比

・
２

㌽
増
の
７
・
７
）
。
建
設
関

連
、
衣
生
活
関
連
は
マ
イ
ナ

ス
幅
が
縮
小
。
設
備
投
資
関

連
は
マ
イ
ナ
ス
幅
が
拡
大
。

電
機
・
電
子
関
連
、
食
生
活

関
連
は
前
月
の
プ
ラ
ス
水
準

か
ら
マ
イ
ナ
ス
水
準
に
転
落

し
た
。

　
今
後
３
カ
月
の
売
上
見
通

し
Ｄ
Ｉ
（
今
月
以
降
３
カ
月

間
と
過
去
３
カ
月
の
実
績
比

で
増
加
の
企
業
割
合
か
ら
減

少
の
企
業
割
合
を
引
い
た

値
。
季
節
調
整
値
）
は
乗
用

車
関
連
、
食
生
活
関
連
、
衣

生
活
関
連
が
プ
ラ
ス
水
準
と

な
っ
た
。

　
調
査
は
９
月
中
旬
、
三
大

都
市
圏
の
同
公
庫
取
引
先
９

０
０
社
に
実
施
。
５
９
４
社

か
ら
有
効
回
答
を
得
た
。

　
総
務
省
の
労
働
力
調
査
に

よ
る
と
、
今
年
８
月
の
完
全

失
業
率
（
季
節
調
整
値
）
は

２
・
５
％
で
、
前
月
比
０
・

１
㌽
改
善
し
た
。
こ
の
う
ち

男
性
は
２
・
７
％
で
同
０
・

１
㌽
改
善
。
女
性
は
２
・
３

％
で
前
月
と
同
率
だ
っ
た
。

５
月
か
ら
３
カ
月
連
続
で
２

・
６
％
が
続
き
、
改
善
は
４

カ
月
ぶ
り
。
昨
年
２
月
か
ら


カ
月
連
続
の
２
％
台
と
な

っ
た
。

　
同
月
の
完
全
失
業
者
数
は

１
７
７
万
人
で
、
前
年
同
月

比

万
人
減
少
。
求
職
理
由

別
で
は
、
「
勤
め
先
や
事
業

の
都
合
に
よ
る
離
職
」
が
８

万
人
減
少
。
「
自
発
的
な
離

職
（
自
己
都
合
）
」
が
６
万

人
減
少
。
「
新
た
に
求
職
」

が
前
年
同
月
と
同
数
。

　
同
月
の
就
業
者
数
は
６
７

５
１
万
人
で
、
同

万
人
増

加
。
こ
の
う
ち
宿
泊
業
、
飲

食
サ
ー
ビ
ス
業
は
３
８
９
万

人
で
、
同

万
人
増
加
。

　
総
務
省
は
９
月

日
、
サ

ー
ビ
ス
産
業
動
向
調
査
の
７

月
分
速
報
を
公
表
し
た
。
同

月
の
宿
泊
業
（
旅
館
・
ホ
テ

ル
、
簡
易
宿
所
、
下
宿
業
）

の
売
上
高
は
前
年
同
月
比


・
３
％
増
の
４
７
３
８
億
４

９
０
０
万
円
。
コ
ロ
ナ
禍
前

の
２
０
１
９
年
同
月
比
は


・
０
％
減
だ
っ
た
。
サ
ー
ビ

ス
産
業
全
体
は
前
年
同
月
比

５
・
４
％
増
、

年
同
月
比

５
・
６
％
減
の

兆
３
６
４

４
億
７
７
０
０
万
円
。

　
宿
泊
業
は
８
カ
月
連
続
の

前
年
同
月
超
え
。
前
年
７
月

に
各
地
で
緊
急
事
態
宣
言
、

ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
が

発
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ

り
、
前
年
同
月
比
は
大
き
く

増
加
し
た
。

　
た
だ
コ
ロ
ナ
禍
前
の

年

同
月
比
は
今
年
１
月
か
ら


・
０
％
減
、

・
７
％
減
、


・
２
％
減
、
・
６
％
減
、


・
６
％
減
、
・
１
％
減
、


・
０
％
減
と
、
２
桁
減
が

続
い
て
い
る
。

　
サ
ー
ビ
ス
産
業
全
体
は
前

年
同
月
比
で
９
カ
月
連
続
の

増
加
。

年
同
月
比
は
今
年

に
入
り
、
全
て
の
月
で
減
少

も
、

％
未
満
の
１
桁
台
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　
ほ
か
の
業
種
を
見
る
と
、

飲
食
店
が
前
年
同
月
比

・

０
％
増
（

年
同
月
比

・

９
％
減
）
の
１
兆
４
４
４
４

億
２
９
０
０
万
円
。
娯
楽
業

（
映
画
館
、
興
行
場
・
興
行

団
、
公
園
・
遊
園
地
な
ど
）

が
同
７
・
４
％
増
（
同

・

１
％
減
）
の
２
兆
７
３
３
９

億
７
０
０
万
円
。
道
路
旅
客

運
送
業
が
同

・
６
％
増

（
同

・
７
％
減
）
の
２
４

０
３
億
８
０
０
万
円
。

　
総
務
省
の
サ
ー
ビ
ス
産
業

動
向
調
査
に
よ
る
と
、
今
年

７
月
の
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
事

業
従
事
者
数
は
、
宿
泊
業
が

前
年
同
月
比
４
・
３
％
増
の


万
７
８
０
０
人
と
、
７
カ

月
連
続
で
増
加
し
た
。
サ
ー

ビ
ス
産
業
全
体
は
同
０
・
５

％
増
の
２
９
４
１
万
９
１
０

０
人
と
、
３
カ
月
連
続
で
増

加
し
た
。

　
ほ
か
の
業
種
を
見
る
と
、

飲
食
店
が
同
２
・
５
％
増
の

３
７
６
万
２
千
人
。
娯
楽
業

が
同
０
・
３
％
増
の

万
１

７
０
０
人
。
道
路
旅
客
運
送

業
が
前
年
同
月
並
み
の

万

５
３
０
０
人
。

　
政
府
は
こ
の
ほ
ど
、
９
月

の
月
例
経
済
報
告
を
決
定
し

た
。
景
気
の
基
調
判
断
は

「
緩
や
か
に
持
ち
直
し
て
い

る
」
と
、
前
月
の
判
断
を
据

え
置
い
た
。
各
論
も
個
人
消

費
を
「
緩
や
か
に
持
ち
直

し
」
、
生
産
を
「
持
ち
直
し

の
動
き
が
見
ら
れ
る
」
と
す

る
な
ど
、
全
て
を
前
月
か
ら

据
え
置
い
た
。

　
個
人
消
費
に
つ
い
て
「
旅

行
お
よ
び
外
食
は
持
ち
直
し

て
い
る
」
と
言
及
。
先
行
き

を
「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
新
た

な
段
階
へ
の
移
行
が
進
め
ら

れ
る
中
、
持
ち
直
し
て
い
く

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
」
と
し

た
。

　
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
は
こ

の
ほ
ど
、
人
手
不
足
に
関
す

る
企
業
の
動
向
調
査
の
８
月

分
を
公
表
し
た
。
業
種
別
の

人
手
不
足
割
合
は
、
正
社
員

で
旅
館
・
ホ
テ
ル
が

・
８

％
と
、
前
年
同
月
（

・
３

％
）
比

・
５
㌽
増
と
大
き

く
上
昇
す
る
と
と
も
に
、
２

カ
月
連
続
の
ワ
ー
ス
ト
１
位

と
な
っ
た
。
旅
館
・
ホ
テ
ル

は
非
正
社
員
の
不
足
割
合
で

も

・
９
％
と
業
種
別
２
位

に
な
っ
て
い
る
。

　
人
手
不
足
割
合
の
全
業
種

計
は
、正
社
員
で

・
３
％
、

非
正
社
員
で

・
１
％
。
と

も
に
新
型
コ
ロ
ナ
が
感
染
拡

大
し
た
２
０
２
０
年
４
月
以

降
で
最
も
高
く
、
コ
ロ
ナ
禍

前
の
水
準
ま
で
上
昇
し
て
い

る
。

　
正
社
員
の
不
足
割
合
が
高

い
業
種
は
、
旅
館
・
ホ
テ
ル

に
次
い
で
情
報
サ
ー
ビ
ス

（

・
５
％
）
、
建
設
（


・
４
％
）
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

・
警
備
・
検
査（

・
７
％
）、

金
融
（

・
９
％
）
。
こ
の

ほ
か
飲
食
店
が

・
３
％
と

７
位
、
運
輸
・
倉
庫
が

・

６
％
と
８
位
に
入
っ
て
い

る
。

　
非
正
社
員
の
不
足
割
合
が

高
い
業
種
は
、
飲
食
店
が


・
４
％
と
ト
ッ
プ
。
２
位
の

旅
館
・
ホ
テ
ル
は
前
年
同
月

（

・
３
％
）
比

・
１
㌽

増
と
、
正
社
員
同
様
大
き
く

上
昇
し
て
い
る
。

　
３
位
以
下
は
、
各
種
商
品

小
売
（

・
０
％
）
、
飲
食

料
品
小
売
（

・
６
％
）
、

人
材
派
遣
・
紹
介
（

・
３

％
）
な
ど
。

　
娯
楽
サ
ー
ビ
ス
が

・
９

％
と
８
位
に
入
っ
て
い
る
。


